
 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 

岩見沢市議会第４回定例会追加議案・諮問（人事案件） 

提  案  理  由  説  明  書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



１ 

議案第１４２号 

一般職員の給与に関する条例等の一部改正について 

 

 地方公務員法の規定により、官民較差に基づく一般職の給

与改定を行おうとするものであります。 

また、特別職及び市議会議員の期末手当について、一般職

に準じた改定を行おうとするものであります。  

 

議案第１４３号 

令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第６号） 

 

歳出におきまして、人事院勧告を踏まえた一般職員の給与

に関する条例等の一部改正に伴い、職員給与費等に係る所要

額及び予備費について補正することといたしました。 

一方、歳入におきましては、国・道支出金及び諸収入を見

込み、 

歳入歳出それぞれ             3,474 千円を

追加することといたしました。 

  



２ 

議案第１４４号 

 令和７年度岩見沢市特別会計国民健康保険費補正予算に

ついて（第１号） 

 

歳出におきまして、一般管理事業、収納率向上特別対策事

業、特定健康診査等事業及び医療費適正化対策事業に係る所

要額並びに予備費について補正することといたしました。 

一方、歳入におきましては、道支出金、一般会計繰入金及

び令和６年度繰越金を見込み、 

歳入歳出それぞれ                         14,532 千円を 

追加することといたしました。  

 

議案第１４５号 

 令和７年度岩見沢市特別会計高等学校費補正予算につい

て（第１号） 

 

歳出におきまして、学校管理事業に係る所要額について補

正することといたしました。 

一方、歳入におきましては、一般会計繰入金及び令和６年

度繰越金を見込み、 

歳入歳出それぞれ                        18,183 千円を 

追加することといたしました。 



３ 

議案第１４６号 

令和７年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について

（第３号） 

 

保険事業勘定の歳出におきまして、認定調査等事業、一般

管理事業、地域包括支援センター運営事業、賦課徴収事業等

に係る所要額及び予備費について補正することといたしまし

た。 

一方、歳入におきましては、国・道支出金、支払基金交付

金及び一般会計繰入金を見込み、 

歳入歳出それぞれ             4,601 千円を

追加することといたしました。  

 



４ 

議案第１４７号 

 令和７年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費補正予算

について（第１号） 

 

歳出におきまして、一般管理事業及び賦課徴収事業に係る

所要額並びに予備費について補正することといたしました。 

一方、歳入におきましては、一般会計繰入金及び令和６年

度繰越金を見込み、 

歳入歳出それぞれ             1,842 千円を 

追加することといたしました。  

 

諮問第 ６ 号 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 

 人権擁護委員であります 河原
かわはら

 政志
ま さ し

 氏は、令和７年８月

５ 日 で 退 任 い た し ま し た の で 、 そ の 後 任 と し て 、 赤間
あ か ま

   

喜久子
き く こ

 氏を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦す

ることについて、議会の意見を求めたく提案した次第であり

ます。 

 



５ 

諮問第 ７ 号 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 

人権擁護委員であります 畑
はた

 孝子
た か こ

 氏は、令和８年３月

３ １ 日 で 任 期 満 了 と な り ま す が 、 そ の後 任として 、 霊山
よしやま

   

千明
ち あ き

 氏を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦する

ことについて、議会の意見を求めたく提案した次第でありま

す。 

 

諮問第 ８ 号 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 

 人権擁護委員であります 佐藤
さ と う

 恭二
きょうじ

 氏は、令和８年３月

３１日で任期満了となりますが、再度、佐藤
さ と う

 恭二
きょうじ

 氏を人権

擁護委員の候補者として法務大臣に推薦することについて、

議会の意見を求めたく提案した次第であります。 

 

 


